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小林敏雄(第2:)J開会長、東山大学教授)

小林 :本日はお忙しいと乙ろお集まり戯きあ

りがたフ ございますc ターホ.機械協会も 1973

年に発足し 司25刷什を迎えることができまし

た、.発見当時は南波税iMl記長時代のqJにあり 、

その後オイル ンヨヅクをjfJ!えました。 院長rでは

CO.. 1M暖化という域境問題が大きく取り上げ

られるよフ μなりましたゆ今uは20周年以降

の会長、副会長にお集まり戦いてターボ機械仁

附する技術開発、 :;II~要のl:lJ組について 、 あるい

は協会をリードして舵いt:立場カ・ら協合の役割

はどうあるべきかなどについてご懇談厳きたい

~: _I;}， t"、ます 台

J~H~受付 11 平1危lOifJ H :lO U 

係議会胤吸

歴代会長苦労話

小林 :まず!まご担当されたtUJの脈需に当時の

技術や状況あるいはそれ以符の変濯について述

べて峨きたいと込川、ます。

大儒 :ターボ償械協会か生まれたのは 1973

年のオイルンョ 'Jクの痕前でした。|時代の大き

な変わり日にあったので非常によく記憶してい

ます。それまでは f行け行けどんどんjで、製

品の寂 光jよもや11び、製品のスペアクも作る毎

に次々と書き換えられてきました。本協会は誕

生とl司11糾こ状況がカラリと変わってしまい、そ

れからお年カI経過したということで感慨無量

の思いがあります。昨年ASMEのFluids

Ellgil)c~ri l\1.! DivisionのSl1mrncrM切 lingに参加し

た際に 、 L1~のポンプの研究1崩発のj照史ドつい

て話をしました。オイルショック以降、売上の

や1Iひ牛がそれまでの 1/3f立に低下し、特にス

ペックの上から見たターボ機械の華々 しさが止

まってしまいました。 ..帯よい例が火力発電所

のキャハ ンティの生還です"13:ij:までに起臨
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~~ 19K.11会長 津:核実、総J'¥:

界庄への移行かはほ終わって、プラント祥討も

ヤがて[J万kWで~jHr ちになります J タービン

本体やボイラー給水ポンプなど1・j信機械の|制発

も、谷idやスベヅクのI両iからは 一段栴しました。

lJ;( 1-}J a iti近130万kWクラスが出現しました

が.手当IIH琉l二110万IkWにj主していましたv

~れ(: はター : l~'t.幾械の発脱はこれから光はな

いのか乙ぃ")と 、側究の方はむしろオイルンヨ

ツク以降の方がi甘えています.オイルショ ''jク

以前はタ・ボ高業は技術導入型・むとんとん生産

していました 、研究はむしろ添え物という感じ

が峨か・3f.オイル ショッ クを境に研究が大事

だ三い ')ぷJ誌が広まったと.思いま寸ιu本機械

学会論文1k'ニm載されるオ:ンフ関連の論文数を

調べてみると、祐史;数のj竹1J日本はオイルシヲy

クnl海4倍にi骨えました巾

1990年代lこ入コて冷戦の終結、バフ jレ経済

の般綻な どが起こり 、大きな見方をすればグ口

ーハリゼ・・ シゴンのtI;I代がlJfiまりましたリ この

新しいl時代の中でu本のタ}ポ機侃も惇|内だけ

ぞはな〈 、III'Wの'11でとのようなボジン ヲンを

目指してし、くのか.従来以上仁兵剣に考えなけ

ればなりませんそ)な }て米ると • 1りf究もi前

i屈なくべ'るとい ，)のではなくて、ターゲッ トを-

(f:ょった]収り組みがます・ます.ill要lよなって来ると

思L、ます

二のよ うな中 c ター:ド機械協会かいかに産

学の鵠縦しを務めるかといフ ことが大きな課題

2 ，リ911;'7 )[ 

t4¥2oJUI会長 大桑武雄氏

でしょう。ターボ機械は、社会のインフラスト

ラクチャや場合μよってはハイテクとも深く関

わっている分野だけに、重姿な役割を担ってい

ることを;忘れないでj前動して裁きたいと思いま

す。

大桑:日本経済の頂点は 1986年であったと

言われています。オイルショックカEあっても産

業は版制に成長してきました.その後の 1991

イドのバブルのiVit裂を境k.;t;，II¥)J.大容積!のl時

代から 、悦能京税，，:変わってきました。特にエ

ネルギ、環境保全の問題が脚光を}谷びるように

なってからは省資源.省エネルギカ・1・要スペッ

クとなりました。大橋先生かおっしゃ・3たよ う

ドfI)f究が活発化したのですが.そのおおきな耳!

山のー・つにはコンビ.コ.ータ|均係の道具態てが進

み、それほどお金をかけなくても開発ができる

ようになってきたLとが挙げられます。省資源.

省エオ、ルギのためにエネルギ変換機怖の中でそ

の中核を担っているターボ機械がその研究対象

になったl時代''C'あったと思いますゆ

ターが俄械協会の拍動は手作りの良さを感じ

させます。協会誌も質の;町い|付;併をみんなに分

かり易く掛こ)としています。 私が会長を務

めた時に;.t;1111県立大学で20同年の記念式典カ:

ありました。そのH

が . 空当i協会の役3立立'ï. ふμ~f悦比わられ 、 4代自の会長を

務められた生井先生が述べられた{技術に役立

つ研究はもちろん、~f.:業界で研究を希望する深
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組、|判 Jている問題などを取り上げて{研究、討

論できるような気楽な集まりにしたい|とい ')

丹!念か紛々と受け継がれていると強く感じまし

t:‘これカ.~.? もそのような活動のできる協会ぞ

あり続けて欲しし、r..，IJ.I，いますヲ

而111の記念式IJI~ で!j:~ 1同の恒;の表彩とザロ

ン大Jiの表':i~が千1 われました。技能の伝承が耳!，

英だと れわれている中で、後の世代にfi':ぇ，(い

カなければならない現場に1'，1が当たらないとい

うことが問題視され、大学の研究室で実験設備

~' f~: られる人ヤ企業の"・ 1で[この人ならばタ ・ ・

ピンのIJIIりを一党C直すjという人なと .名工

を表彰しよう とい ・〉ことで令削カ.拍まりまし

た また 、 当 II ，~は[協会誌はあまり k， も|おl い内

容なので向いが必要だjという慈-見があり 、心

を打つ随筆を表彰させてもらいましたーこれカ‘

らも是非紘けて戯きたいと忠いますz

小林:大錦、大桑'1";会長のi去を受け継いで蹴

いたのが第21，切の谷品会長で寸が ‘あいドく

本Hは海外出版のためごa¥席蚊けませんでし

た.イチJみさんは23J切にも会長をやってい止だ

きましたι 作品さんは協会のH的、 ih!li)J，二つい

Cζ' ，~:見をお持ち ，('ぁ~)とイ4っています " 娃JI :.

誌J:.A論に拳JJ目して政き たいと思います.

井田 :私は第22JUJの ゆ94オら9S1fにかけ，(

1lJ当数しま1..た j ・度パブJレがはじけて世のq，l

のi;t気もtくなり ‘企業も前しい状t兄にあ Jて.

それがそのまま協会の111・l改にも!心瞥して参 りま

ター l:j制定協会以カ 2~J.'J 1): ;;， ~ it~ ~;完全一 C\) ，~87 

第22WI会長持'IU-r，:夫氏

したので 、精・別会員の会授を値J.げさせてT!4き
ました。協会の財政基盤を強聞にするため会員

数のJ';~JJIIを|文!ることがます先決とされ、前期jの

会長行向さんの I\"~ えられた f20印}年に 2000名

の会11を.1という目聴をづ|締ぎました。そこで

会民の構成を湖べたのですが.当時企業 7，大

学 2.ユーザー 1という割合でした。メーカー

会以のこれ以上のI引力11はなかなか大家でしょう

し、大手:もターボ機械のウエ}トが下っている

状況ではこ.れ以上のm加は!~]待で‘ きませんの

'C.ユーザ一会員を増やそうということになり

ました。タ ーボ機械のユー・4yーとい うと、化学、

製鉄 {'j1Ih~，.j;梨 、 上下水道 、 電力 、 ガス 、 空調 、

建築など広い分野に買っていますD そのユーザ

• ，会μをj判やすため，..=.は、会誌の誌Wiや講習会、

セ之ナ一等に 、ユーザーか興味を持つ内容を多

くしなければなりませんc このような観点から

の検討をお朋jいしまして 、 ユ-ーザー会!~向けの

紀中や μ1)ーズものなとも j的力11して読みやすく

なり .また講習会や分科会にもコ ーザーに関係

するものが企Ilf!iされまして、良かったと思って

おります。なお研究技術を重視する協会の会

花としては1Mい内容のものが多いのは当然です

が、 研究論文が会誌の日到に~U秘されることも

あるなどユーサーには取っ付きにくい感じを与

える部分があるのではないかと埋事会でも中し

l'げましたが、この，円については採り上げられ

ませんでした。 このように研究を煎視する姿勢

タ・・ :J;'flt.l恢?A~26巻tr.7if 3 
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~22川副会長当3・!日制氏

は枯im'-r-4が.それにしては総会講演会での側

先発表数が少ないような気が致します .

大桑:!)月の溝1商会は総会といっしょ~..:なっ

ているので .みなさん発表を義L控えるという

傾向カ:あるようですね。

守田:)HH先生の時に総務関係の副会長をや

らせていたたきました。しからば、総務関係の

仕事を何かやったのかというと .ほとんと'Mも

平っていま・ぜん。むしろ 、先ほど活1":'，'1.'，ました

庁、この協会は手作りの協会であり 、会員 自身

のポヲン γィアでやってきた部分があります。

質問而でのリストラが必要とされ.少しだけ今

後の諜組として|問題提起しました。昨年の決算

を持見寸ろと財政状態が改善されています。内ir

会長、前々会長の努力の賜物でしょう "

産学協同の協会であるということを紅も実感

し・ています'.私自身もターホポンプ州究分科会

に少し首を突っ込んでいましたU 大学の若手研

究者と企業の課長手前の方々が30入、数ヶ FJ

に一度集ま ・コて .特にテーマを決めず1111Jに浪

治していました t:手の方々にはいろんな意味

でいい刺激になったのではないでしょうか。ま

た、ポンプの凶際的な規格を作る11寺にこの研究

分科会.rも討議して修正案を提案しました。今

まさ仁それか脱絡に反映されようとしていま

す。協会をi品性化するためには若手に協会の存

作意義をjig-j位してもらうことも大切であると感

じましたu会員柑成は企業会員が大部分ですが‘

4 I!J明 ;17月

第24刷会長 4・JlI迂氏

成熟した年代併が多く心:っています。このよう

な成熟した年代層は技術畑を離れ、日IJの仕事仁

移ることか多くなります。企業には若手か入っ

てきますが‘なかなか会民にはなってくれない。

それが課題だと思いますu 治手にいい影響を与

える場を設けることが必要と考えます。

小林:成熟した年齢附の方にも退会しむい

で、是非会員でj苫続けてもらいたいですねn 特

に手作りの時代ド訴制されたん-々 の協会への愛

治は人一倍のようです。総会の懇親会の場にも

元気な姿を見せていただくことがよくありま

す。

小111:守旧さんの提言を実験したのが私が会

長をやっていた 1996--例年です。論文の投稿

料の徴収や役員のU当の削減、経費の削減を工

夫して.財政は改善されました。当時は産官学

の辿携の気i裂が様り上がり 、ターボ機械協会の

理事会でも大学の研究室を紹介してもらうこと

を行いました。非h¥・に評.'I'Jjのよかった企IIl.!jでし

た。

論支以外におもしろい記事がある

大桑:昨年から協会誌の活字が大きくなり 、

_f.l.もまた協会誌.を読み始めるようになりまし

た。|昨年暮れのタ ーボチャー ジャー特集を見ま

したが、ユーザーの方々もかなり投稿されてお

り而白い特集号でした。感心するのはあんな小

さな製品にも応答性の改普.持1:ガスの問題、i車



il!ii~11I1の拡大などを H ざしてt支持jカ: だんだん梢
紋になってきており I司'淀存散の悦造Lょしたり 、

材料を工夫したり 、機t誌を改11してj員-遁4・状態

で逆転させるという方lil}kIbJかっていることで

す℃世界の先端・で-競い合っている方々が特集号

ド投f~~ してT さ」ており 、 またユーザーの方々

も投稲されておられる。あれくらい真剣に作っ

たターボの特集サは海外にも例カtないですね。

大橋 :ターボ機械協会誌は論文も読みます

が、後ろの展望 解説がまた絡段にifii向い。凶

l勾.1五i外であのようなifli白い記事を殺せている

会誌はないように思います。日本訴版だけにし

ておくのはもったいないと想、います。どうにか

~りませんか(笑)。

小林 :大きな課題ですね。 AnllualRcview ()f 

T u rbomachincryでも発行しますかロ

大桑 :ターボ機械協会誌に拘載される記事に

論文が多いのは瑚.山があるのでしょ今か。

小林:論文集が~Ijに出版きれないのも 一つの

煙111でしょうか。

守田 :彩、が編集をf担当した数年前には論文は

豊福に集まるか、その他は集まりにくいという

状況でした。

大桑 : ユーザー特集を1È ~lj したことがありま

すが、あれはまさに解説記事ですよね。

井田:論文に|剣.(..を持っている会員であれば

いいのですーが、大多数はそうでないはずです。

論文は倒人の投稿によっていますから 、それが

会誌の前iftiにあっては倒人のカラーが481くなっ

てしま・九協会誌としての大切な役削である解-

説記事や持集を前iuiにH¥すべきではないかと思

います。学会ドよっては学会誌と論文集を会誌

の"，で分けているものもありますの

ターボ機械技術者の生涯教育

大橋:大学における教育の内科はとんどん変

わっています。特』こ!宇都i教育について言えは'

ター :1'1提級協会ぷ立2うJMfl日記念虚説会一・(5) .11W 

fJ~宇部の機械工学秘を11'.'.ても流体慌般の講義

を受けていないjという人がいても不思議では

なくなって来ました。むしろ増えて来ています。

大学院をIilてもそうです。私古学生の時代は

[水)J 段.f~やターピンの講義を 1mかないと機械

の学生じ究・ ないj という1I~1tだったのですが 、

廿と大分状況が変わっています。話L体機織ハン

ドフ y クなどを凡ても 、 ??は目立言Pl~!.論が主たーっ

たのですが • li主近は運転保守の者IJ合か抑えてい

ます。

ターボ股械関係の仕事をさせたいと思っても

大学での教育にはほとんど期待できない。流体

力学にしても基礎の部分だけ。大学における流

体機械の教育が欠落してきているだけにターボ

機械協会誌が教糾市になります。

井田 :昨年の[水車およびポンプ水車の理論

と特性jのセミナーが盛況であった創出の一つ

にはそのこともあるのでしょうか。

大桑:それと 、地方自治体でも環境関係から

ボ/ブに関わってきており.そのメンテナンス

技術が枇iti:llt要悦されて来たので、技術の向上

のためにト.尚から f少し勉強して来いjと言わ

れた人が多かったのではないですか。

小林 :2υ周年の妹尾先生との対談で、r作る

機械から使う機械へjという意識変革の旋案が

ありました。それがますます強くなっていくの

ですね。

小川 :1位近の若手は流体力学は勉強していて

も.流体機織は全く勉強していない。非常・に図

ることですυ

大桑 :絞首|・でも一つ一つの部品の性能がいか

に改持.されても全体としてパランスの取れた製

JJ1でないとif{j.'.むにはなりj!jLません。コンビュー

タの将及で側々にはうまくいっても優れた設計-

には全体としてまとめる力が必袋です。

小I11:感性の問題というか‘見るからにだめ

な物は~J 算結果かいくら良くてもヤっぱりだめ

ターオi俊敏第26:在第 7号 5 
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なん-cすね。新手に製品を全体的に:j:IJ断する能

力ttil(え付けることが大きな諜砲です。設計と

いう講義は大学ではやらなくなったのでしょう

カ・。

守田 ;コンビュータの発i主によって詳細liがテ

ィジタル化するん方で.研究開発そのものも侠

く様くが最んじられる風潮にある。マクロに物

を見るということが出来なくなって来た。私は

入社当時上司から 、fエンジニアではなく感シ

ニ 7~'::' なれj と宍われたことがありますo 今で

はその意味が十分明解できますが‘当時は理併

できな均った。ターボ協会はこれから .もう少

しマクロな物の比万をした方がいいのかも知れ

ません。

大桑;そういえば協会誌の11:.~の挨妙に rハ

イテクへの傾斜はともすれば数{iHに対する過信

や.システム儒仰を生み易く .その反動で設計‘

製造の常識がなおざりにされる傾向があったこ

とは深〈反省する必要があると思いますjと述

べたことを思い出します。

大橋 :タ一本機俄協会誌への別;別寄稿で、

[エンジニア資絡をめくるI!I:界の悩勢と我がI!I

のJれがjという原稿を脅かせていただきました。

これはやずもターボ技術者だけの話しではありま

せんが、円本の技術者はIJil際的な場に111て行く

と会社の名刺以外Mも能力証明がないというH寺

代が続いて来ました。これからは、何!際的にj曲

川する資絡がないとハンデイを負うようになる

とし、う内容のものです。

いま大学のエ/ジニア教育のAccredItal ionの

ンステムを作ろうと準備 r~lです。今までの日本

の大学の工学教育では f学生がね-来企業に入っ

てから技術者として働<J'.で没に立つだろう j

知識を教えてきました。しかしながら工学教宵

の英文名はEnginceringEducatIOll、民1Iち「エン

ジニアを育成する教育jというのが止しいなl味

ですから、知推だけではなくて‘例えLtエン ;;
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ニア倫理.のように社会にH.lてから臼立して仕事

をする上に必要なものを一式教えるのが本来の

定J主です。これまで教育する側にそのような意

織がありませんでした。したがってエンジニア

としての基礎教育を終了したことを証明するた

めのンステムが必要だというものです。日本は

甘から f側より集(:sの中でィ;tt二立つj教育を行

って米たのですが.今や1時代の流れが変わって

います。これからは f集HIよりも倒jに移りつ

つあると思います。

大桑:アメリカのPE(プロフェッショナル

エノシニア)の資格を取得しようと思えば英語

ですべて対応しなければならなくなる。これは

大変なハンティキャップでしょう。是非、日本

版のJ>Eのンステムか必要ですロ硲かlニ今は名

事I1のj同おき以外に(IIJの資絡もないですね。

大橋:ター:ド機械に悦-わっている人、特に大

学問係は[流体くずれ.1が多いというのは実感

しますね。ターボ機械に関われば‘関わるほど総

合的な知識が必嬰となるわけで.例えばコスト

競争力のある製品を作ろウとすれば流体的知識

の占める役制は 1/5程度じゃありませんか。材

料、製造、振動なとε総合技術の結品であって、

流体は一局ihiでしかない。製品にトラプルが発

生する場合を考えてもキャピテーションや流体

騒音などがHIJ題となるのは本当にまれではない

ですか。

大桑 :極端に言えば流体性能としては断れな

ければいいんです(笑)。例えば一万円の過給

機をとってみてもそれに必要な研究.開発の分

貯は流体力学.強度 材料 、振動、尚治、シー

Jレ機構、さらには和高:鍛遣に代表される侍殊な

工法、エン ジン!tHtなど多岐にわたっており 、

しかもそれぞれが訓手11のとれた形でまとまって

いなければなりません。また、どれひとつ劣っ

ても，ffj:;~価値が下がってしまいます。私に言わ

せればタ ーボ機械が一番機械らしい機械だと思



') 0も'.)とj上11~ ~' l どもいし、ので¥;iと思し、ま寸.

大橋 :まさドターボ機械は|箆械の.艇なんです

ね.性能は多少悲くても;fli:1廷できますが ~h{!ll)J 

のunlli.iは我肢できないし 1M食-で羽根が飛んで

しまえば我i泣すみところではなくなってしま

すt 我桜できない問矧は流体l泊述技術以外のと

ニろにあるカ・ら.ター ・本機械技術者には総合主IJ

ii肱が安求されるわけです

重要課題 l

ターボ機械協会員を増やすには

大桑 :この 101f=，で会員の構成は家わったの

でしょウカ ，>

小林 .~ë 計 1647 名 .113 1Jで!的成は企業: 7 、

大学等3でしょウか。

大桑:ターボ協会，.:は学生会員がいなし、。

小林:脱在検討'，1，'です。

大桑:特別会正!として企業に会μになっても

らい、全1:貝を勧誘していカ・ないと会員数は明え

ないのでは。それとユーザー会封をj甘やすこと。

講切会の参加メンバーの構成を分析して攻めど

ころを絞ることも大事ですねu

小林:協会の企幽.は頑仮っていると思いま

すゆユーザ-，.:. -)まく PRできているかという

ことについてはT夫の余地があります。ターボ

機械を狭〈従えていたか流体力学を強訓しす

さているかもしれません。

大桑 ;一時間、危力会十lの方に評議uになっ

てもらい.水力発泡JIJTの見学会を企附した11年JVJ

があった。あれは協会の活動にいい刺激になっ

たと思います。

私たちがターボの先駆者

大橋:ターボ協会が発足した25年前には

「ターボ!という言葉はまた普及していません

でした。自動市のユ¥ンジンのターボがl止のq.，二

知れるよ ・)になったのは何11手ごろですか。

~ -4，機械協会設立2)J，'M

大桑 1979年に七ト目1)'JクがIJ本位初のタ

ーボ賂松市として発売されました。

小林:ターホ協会はそれよりも 10年前に発

起したのですね。

大桑:その後山動車IIJターホが本格的に流行

り始めたのか 1982イFで、す。
小林 :今ではコ ンビュータドもターがが付い

ている(笑)。

大橋:乃11をは2，} ''Jターという自動車の排気

mの限界が厳然としていて、|それでもパワー

が欲しいjというユーザーの婆求がおかったの

て-す。そのはざまでターボプ}ムが起こったわ

けですね。それでターボという言葉が世の中に

認知された。その次にはコンビュータソフトカ:

ターボブームになった。今でも本原t，.ご行けはタ

ーボ00とし寸本かいつはいあります。今では

笑い話ですが、その頃ターボ機械協会誌がf8頭

で忽に売れ出したんです・よ(笑)。そういう意

味では[タ-，VJという言葉は世の巾に普及す

るようになり 、一つのブームになりました。

孜々が[ターボj本家なんですよ。大いに強制

するべきです。

大桑:あの後.電気掃除機もターホ.になりま

したね。ター:F:Q.iの後ろには・・TURBO"とか

っこいいエンプレムか付くようになったし‘私

どもの会社のターボ.チャ-;_;ャも若い人のIM1で

ステイタスンンボルにしていただいた時期があ

りました。いい特きのする言葉ですよね。そし

て、以たちが本家ターボ機織.元組ターボ機械

ですよ。

ターボ機械協会の使命とは

小林:ターボ協会は産学協同の場を提供する

のが使命であり、悲い人たちにそのような坊を

提供するのが良いという訴がtHましたが、現状

はどうなんでしょ 7か。，f1..自身は協会にJm侍し

ている部分が企業と大学でj立うのかも知れない

ター ;1:僚依須~26巻第 7'"す 7 
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と1Sっているのですが。

井田;ターボ徴械は歴史もiljいし.成熟した

技術であって、大学側として研究できる分野が

ヲえっているんだろうかと疑問ド思っていますn

-時間CFDで羽桜fti:I勾部の流れを産学協同で

様んに研究した11判明がありましたが、その後は

企業がより高性能の計算機を使ってさらドブラ

yンュア?ブさせてしまい .大学が.it!いっけな

いとこみまで来ましたω 企業にとって魅力ある

従業を大学からすることは不可能ド近いように

思われますn

小JlI:空気機械に話を限定すれば.未解IYJの

問題がまだたくさんあります。例えば、スケー

Jレフ ーrクタです。なかなか予測j泊りにはいかな

い。コンビスータを駆使しても満足できる梢肢

が持られません。特にOffDesignについてはま

だ精度が思いのそういう問題は共同研究で大学

にも是非手伝ってもらいたいと考えています。

大橋 ;わかっていない問題はたくさん残って

いるんです。それを解決するためにより基本的

なl11j胞に分解していく段階で、企業の中の人材

だけではそのすべてにltJ.i:;，できる専.門家を揃え

ることが不可能になります。そこでエキスパー

トの先生方のw帯となるわけです。これまでの

産学協同のやり方は、人と人とのつながりに斬

ってきました。アメリカの大学の場合.委託研

究を打診すると fいつまでに、いくらで、どの

ような方法でjという部分がはっきりと示され

る。般近アメリカの大学への受託研究がl脅えて

いますの企業としてもやり易いんですね。でも

日本の大学とは .アメリカのような付き合い方

をn本の企業はしていません。アメリカ対する

のと同じように1-)本の研究家と付き合っていく

とい j愈j故の切り嘗えがまだできていないんで

すよ令

企業の方々ドアドバイスしたいのは.各大!!?

に f自分のところでは .このような設備をいく

8 1998S，-: 7 JI 

らで準備し、人{午授にいくらかけて、いつまで

にこういう結栄をiijすjという情報を提示して

もらい、公開入札できるようにした方がいu、と

いうことです。従来の人のつながりによるやり

方を変えて、お互いに必要とするものを契約に

よって補完し令う形に制り切っていく必婆かあ

ります2 そうすればお互いにもっとプラスにな

ります。

小川:'-L本の場合.先生Jiの専門分野がよく

わからないために人と人のつながりに頼ってい

ましたね。

小林:披近は大学もインタオ・ァトなどでPR

する時代になりました。こう例うと大学の関与

できるテーマはいつ(Jいありますね。

大桑:各企業も手持ちのマンパワーだけでは

研究をやりきれないわけですから 、アウトソー

ンングに頼らざるを俳ない。そうなると大学の

H1帯なんです。

大橋;井出先生のおっしゃるように、企業の

抱えている問題をかみ紳かないで大学に持ち込

むのでは解決のしょうがありません。大学の先

生)jも専門分野が紺i分化し、深〈畑り下げて活

動しているのですから 、fいかにf.I分たちの直

iflIしている問題を分解して.どのような分野の

専門家に依頼するかjという分析力が企業に試

される時代が来たと.141います。むしろこれから

がますます産学の関係が深まっていくんです

よ。

大桑;先生方もオーガナイスしていただい

て、企業からの依舶が包括的であっても受け止

めていただくようにできませんか。それこそ学

内起業じゃありませんが(笑)。

小林:訟が所属する間際産学協同センターで

も f包t括的な描け負いができる大学関係者の不。:Jが話題になっています。

大編:ターホ機械協会誌の後ろの方に f研究

公募jの捌を儲けるのはどうでしょうか。



小林:一民守ってみまし Iうか。ゴルフ会員

権の完り民いで・はないですけれど(笑).r研究

ヂ.の人民、設備をはっきりと示してもらって 、

いくらで 、いつまでにjと書いてもらうわけで

f~::1 .. 

大桑 :弘:手を産学協同の活動の場に秘極的に

.投入していくことが企業としては必要ですね。

本人は行きたいのに土日]に行けと言われないと

退臨してしまうという己ともあるでしょう。

守田:私白身の経験でも f行けよjと言って

やると長んで飛んでいくんですが.本人からは

なかなか |行きたい.1という憲法:表示はないで

すね。

小川，学生が変質してきたかち、こう いうと

ころι積極的に参副させて勉強させないともの

;4ならなくなってきたことはi開通いない。産学

の切能琢磨が記、裂です。

大橋:大学はその時に本人が講義や講演会や

活動の内容を J~I!1flできるように基礎力を付けさ

せることが必要です。

大橋:日本には技術土という資格があります

が試験に通って資絡を取得したらおしまいな

んですね。~1:界のいろいろな資格をみてみると

続続教育を必嬰としています。 CPD

(Co山川O凶 Prot・'cssionalDevelopmcnt)が要求さ

れます。講智を受け向分の知識をリフレッ ンュ

しないと資格をキ}プできない。日本でも例え

ば内科医の方は内科関係の学会の講料会に参加

しないと専門医としての認定が待られなU‘。ぉ

医者さんだけが[学会出席のため本日休診jと

やれるわけですn 自分の職業を継続するために

必要なのですから。

小林 :大学でも技術'自の資他見直しの時に専

門技術の他lこ、 研修を終了したかという羽白が

ありますの学会主仰の研修も申捕できるのです

が、学会に研修終了を認定してもらうことカ1義

務つ'けられていますゅ
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大橋;ターホ・機械技術者も他業舶の技術者と

同じように[会社を休んで1改修なんてとんでも

ない|と言われるのが現状でしょうか、やがて

はお伝若さんとIii}じような状況になるでしょ

う。そのような時代の到来に備えることもター

ポ機械協会の大事な役割になって来ます。

次世代の技術

小林 :研究、技術の将米はどうなるのでしょ

うか。大谷混裂1113へのチャレンジが飽和した今、

どの分野が次に注tiされるようになるのでしょ

うかの

大橋:カスターヒンは故ili:l550 'cに達しま

した。背からは想像もできない技術の進歩です。

大桑 :コンプレッサも小仰までレンプロコン

プレ yサ・からイ ンバータモータ採用のターボコ

ンプレッザーになりつつありますn

小111:省エネ刻・策として分散型になってきま

したね。

大橋:過去のポンプの秘頒別製造台数のトレ

ント・を取ったことがあるのですが、かつて，令.激

なや11ぴを見せたのが水中モータポンプと耐食性

ポンプです。分散配{位やイージーメンテナンス

などのIr.~代のニーズに応えたわけで-すね。

小111:最近、 MJTが夢のようなマイクロター

ビンを開発しています付 1)。二来三乗の法則

というのがあって .キャパンティはす法の二乗

に比例し、重批は三乗に比例するので、寸法を

小さくするほとパワーデンンティが上がると言

われています。その実験n'JなアブローテをM汀

がやっている。'ffi:動機駆動のターボコンプレッ

ザの場合原動機の回恥;数;が限界となり 、高速

l!ll転とするための増速機がとんどん大きくなっ

てしまう。これを解決するために我が社では高

周波モータを採月jします。 MITは直接発位する

(* 1) S.Ashlcy.・Turbincぉ00;1 dilllc" . M~ch;ll1iC31 Englllccring. 

Vol.119. No. f 0 (Od.I997) .1l.7R-山.
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h式を開発しています。 50人規棋で開発7"J

;ノ エク卜にあたっているようですη IO{:ント

傾貨にil&.ってしまうような大きさで20ワット

の発 白厄を ~I・1っているそうです。

大橋 :201世紀はいろいろな利ザ技術が発

達しましたカ人 一 ・番発遥したのは 、 I~ に見えな

νミク11の世界ですc 例えば生命本，.挙などのよ

うに、原子レベル、分子レベルで DNAなどの

微細なものを特定する技術の進歩はすごいと思

います;.それに比べるとターボ機械はマク口の

|限界のテーマだと思います。マイク口マンノも

魅力的ですが.エネ Jレキ変換効半カtfEくなって

しまウむエ考ルギの生成、j自明の手段としての

ターボ機績に符わり伴ることはないだろうと考

えていますν

大桑:日本の妓術が進歩したというのは事実

であると思います。 1965年の頃は大容!の蒸気

タービンは全部欧米の技術でした。今やIi本は

技術miてd は倣米と指tJLし.あるいは地'..‘抜いた

なと感じています。省エオ.ルキ、世i資i沖.に|却す

る披j菌化はこれからも進んでいくでしょう。残

念ながら最近はターボ機械そのものの性能改蒋

ではなく制御技術でiUiわれているという感じが

します。抗体力学の分野だけではな く、バラン

スというか流体機械トータルの観点から進めて

いく必要があると感じていますc

大繍 :411は三菱重工のガスターヒ ンといえば

ウェスチングハウスの技術と思われていました

が、 最近は三菱重工の1~lmiでウュι スチングハウ

スがカスタービンを製作するようになった。 u
本が格段に進歩したというよりも他の凶のブレ

ーキが強くなったというのが本当のところでは

ないでしょっカ ・ω 日本では産業も長j倒的悦~!H二

立って経営しているし.大学もわずかながらも

脳定研究費があるので自1'11に附究できる部分が

ありますが、アメリカや諸外向では11与流に合わ

10 11)98 f 7 JJ 

ないことはやらせてもらえない。そういう愈昧

では11本が相対的に前ドJUて世界のリーダー シ

yブをl収るようなJ必iftiがし、ろいろ出て くると思

いますの

最後に

小林:放後lこ学会の役削や会Hに対して一言

お前iい致します。

犬桑 :先輩の言葉を繰り返すことになります

が、 [会員は協会を徹底的に利川し ‘ I~I 分の伎

にす.てて欲しい。その結県恩恵があったなら、

協会に忠返しして次の時代につないで欲しいj

守田:若い人たちに協会をさらに活用してい

ただくために .会員なら誰でもアク七スできる

場を1m"、てもらいたい白そこで自分の抱えてい

る|問題を解決できるようにしていただきたい。

メンテナンスしていく のは大変ですから 、電子

持示板としてi品川できるだけでよいのではない

ですか。

小林:ターボ協会はネ ットワーク作りの取り

組みが遅れていますね。

井田:そういうことは悲い人ほど件意ですか

ら、是非やって俄きたいですね。

守田;ターボ機械として環境にどう取り組ん

でいくか。仰をやればi世の中に貢献できるかを

検討できる場を設けて欲しいですね。語ろう会

で取り上げて下さい。

大橋 .長い挺史のあるターボ機械ですか、協

会役立25胤1j.=.と需ってもまだたった25年です

よ。学会のがよ動はQuarterCenturyが歴史の最初

の一歩であって、まだまだ若いんだから 、過去

の・Il't例仁とらわれず必要なことは思い切って改

革していって下さ1， ¥0

小林 :本[Jは長いi時|削』こわたりご討論戴きま

してありがとうございました。


